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 はじめに

NHK放送文化研究所が参加している国際
比較調査グループ ISSP（International Social 
Survey Programme）1）では，毎年特定のテー
マ，共通の質問文で世論調査を行っているが，
2011年の調査テーマは「健康」である。ISSP
として「健康」を取り上げるのは初めてで，各
国で医療費の抑制が課題となるなか，健康維
持に関する意識や行動，医療制度に対する人々
の態度を探ることが目的である。

今回の調査が実施された2011年は，日本で
すべての国民が保険によって医療を受けられる

「国民皆保険」制度が導入されてから50年とい
う節目にあたる。国民皆保険の実現や医療を
受ける人の割合の増加も手伝い，この50年の
間，日本人の死亡率は低下し，2009年の平均
寿命は83歳で世界一となっている2）。

他方，日本の高齢化率，すなわち65歳以上
の全人口に占める割合は，2010年現在 23％
で，50年後には4割に達することが見込まれて
いる 3）。高齢化と医療技術の進歩により国民医
療費は増えていて，2009年度は36兆67億円

と，30年前と比べておよそ3倍に膨れ上がって
いる 4）。今後，高齢化が加速することによって，
医療などの社会保障給付の増大が予想される
なか，給付や負担のあり方が大きな課題となっ
ている。

このような日本の医療を取り巻く状況をふま
え，本稿では，日本人の健康状態や生活習慣
を確認するとともに，医療にかかわる負担意識，
医療の利用や保障範囲に対する態度等につい
て報告する5）。

なお，今回の調査の概要，単純集計結果お
よびサンプル構成は，文末57 ～ 61ページに掲
載している。

 1．健康と生活習慣

（1）心身の健康状態
60 代で多い，健康状態がよい人

まず，自分の健康状態をどのようにみている
のか，そして，具体的な自覚症状についてみて
いく。

心身の健康状態について「かなりよい」から
「かなりよくない」までの5 段階で聞いた結果，

日本人の健康意識と
医療制度に対する態度
～ ISSP 国際比較調査（健康）・日本の結果から～
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「普通」が54％で半数を超え最も多く，次いで
「あまりよくない」が25％と4人に1人となってい
る（図1）。「かなりよい」と「よい」をあわせた
健康状態が『よい』人は17％，「あまり」と「か
なり」をあわせた『よくない』人は28％である。

年層別 6）にみると，『よい』が全体より多いの
は60代で21％ 7）である。一方，『よくない』は
70歳以上で最も多く，38％となっている。

一般的に，年齢が高いほど健康状態に不安
を抱える人が多いと考えられる。しかし，今回
の調査結果をみると，60代では健康状態が『よ
い』という人の割合が20代や30代と同程度で，
40代や50代よりはむしろ多いことが特徴的で
ある。
 
若年層で多い精神的な自覚症状

次に具体的な自覚症状の有無についてみてい
く。心身の健康状態にかかわる5つの自覚症状
について，最近1か月に経験した頻度を5段階
でたずねた結果を図2に示した。

まず身体的な自覚症状の有無をみていく。
「健康上の問題で仕事や家事をするのがつら
かった（「仕事や家事がつらい」）」という状況に
関しては，「かなりよく」「よく」「ときどき」をあ
わせて『あった』という人が42％である。また，

「体に痛みを感じた（「痛み」）」という症状につ
いては，『あった』という人が55％と半数を超
えている。

一方，精神的な自覚症状については，「自分
が不幸だと思ったり，落ち込んだりした（「落ち
込み」）」ということが『あった』人は33％，「自
分に自信がなくなった（「自信喪失」）」というこ
とが『あった』人は38％である。また，「抱え
ている問題を克服できないように感じた（「克服
できない」）」という状況については，『あった』
という人が34％となっている。
図3と図4は，身体的，精神的な自覚症状

が『あった』人の割合を年層別に示したもので
ある 8）。

身体的な自覚症状については，70歳以上で
『あった』人が全体より多くなっていて，「仕事

図１　健康状態についての認識（全体・年層別）

図 2　心身の自覚症状（全体）
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や家事がつらい」という人が52％，「痛み」を感
じた人が68％となっている。一方，30代では

「痛み」が『あった』人が47％，60代では，「仕
事や家事がつらい」が『あった』人が36％で，
いずれも全体より少ない。

先に述べた健康状態の認識同様，身体的な
自覚症状についても，年齢が高いほど増えると
考えられる。しかし，今回の調査結果をみると，
60代では「仕事や家事がつらい」という状況が

『あった』人の割合が20代，30代，および40
代と変わらないうえ，50代との比較ではむしろ
少ない。また，「痛み」についても，60代では

『あった』人の割合が60代未満の各年層と変わ
らない。

次に精神的な自覚症状をみると，60代では
「落ち込み」が『あった』という人が全体より少
なく，26％となっている。

さらに「かなりよくあった」と「よくあった」に
しぼってみると，20代では「自信喪失」が21％
と全体の12％より多く，「克服できない」につい
ても，16％と全体の10％より多い。20代では，
精神的な自覚症状が全体より多いと言える。

自覚症状と健康状態の認識

これまで自覚症状と健康状態の認識につい
てみてきたが，両者はどのような関係にあるの
だろうか。図5は，自覚症状が『あった』人の
健康状態の認識を示したものである。各症状が

『あった』という人で，健康状態の認識が『よく
ない』人は，4割から5割程度となっている。

他方，各症状が『あった』人でも，4割から5
割が自分の健康状態を「普通」だと考えている
ことがわかる。

図 3　身体的な自覚症状が『あった』（年層別）
（『あった』＝「かなりよく」＋「よく」＋「ときどき」）

図 4　精神的な自覚症状が『あった』（年層別）
（『あった』＝「かなりよく」＋「よく」＋「ときどき」）

図 5　健康状態についての認識
（自覚症状が『あった』別）
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（2）健康への配慮と生活習慣
8 割が「健康に気をつけている」

ここからは，健康への配慮や生活習慣につ
いてみていく。

健康にどの程度気をつけているか，「とても
気をつけている」から「まったく気をつけていな
い」まで4 段階で聞いたところ，「とても」と「ま
あ」をあわせた『気をつけている』という人は，
81％と大多数である（図6）。一方，「あまり」と

「まったく」をあわせた『気をつけていない』と
いう人は，19％にとどまっている。

男女別では，『気をつけている』人は男性で
77％，女性で85％となっていて，女性のほうが
多い。

年層別では，年齢が高い人ほど『気をつけ
ている』人が多い。

喫煙や飲酒が多い男性 40・50 代，

　　　　　　 運動が少ない女性 30 代以上

今回の調査では，BMI9）を割り出すために身
長と体重をたずねている。日本肥満学会の定
める基準に沿って「低体重（やせ）」「普通体重」

「肥満」に分けて肥満度の分布をみると，最も
多いのは，「普通体重」で64％，次いで「肥満」
が20％，「低体重」は7％となっている。男女
年層別にみると，「肥満」が特に多いのは，男
性40代（37％）と男性50代（36％）である。

続いて，健康にかかわる具体的な生活習慣
についてみていく。喫煙の有無と頻度を「吸
わない，吸ったことがない」から「1日に40本
より多い」まで7つの選択肢から1つ選んでも
らった。その結果「吸わない，吸ったことがな
い」が54％と最も多く，次いで「以前は吸って
いたが，今は吸わない」が24％で，それぞれ
をあわせると『吸わない』人は，全体の78％に
上る。一方，1日に1本以上吸っている喫煙者
は，全体の22％である。

男女年層別にみると，喫煙者は男性30代
（43％），男性40代（46％），男性50代（34％）
に多い。

飲酒，運動，果物や野菜の摂取の頻度につ
いても，5 段階でたずねている（図7）。「アル
コール飲料を1日に4 杯以上飲む（「飲酒」）」に
ついては，「しない」と回答した人が60％と最
も多い。一方，「毎日」と「週に数回」をあわせ
た飲酒の『多い』人は，全体の17％である。

男女年層別に結果をみると，飲酒の『多い』
人は，男性40代で37％，男性50代で44％と
突出して多くなっている。

図 6　健康への配慮（全体）

図 7　生活習慣（全体）
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「汗をかいたり，呼吸が普段より激しくなる
ような運動を20 分以上する（「運動」）」につい
ては，「しない」が54％と半数を超えて最も多
い。一方，「毎日」は6％と少数派になっていて，

「週に数回」とあわせた運動が『多い』人は，
21％である。

男女年層別にみると，「しない」人は女性30
代以上の各年層で多く，いずれも60％を超え
ている。一方，運動が『多い』人は，男性10・
20代で多く，34％となっている。
「新鮮な野菜や果物を食べる（「野菜や果

物の摂取」）」については，「毎日」という人が
42％で最も多い。一方，「しない」人は3%にと
どまっている。「しない」「月に1回，または月
1回より少ない」「月に数回」をあわせた『しな
い，または少ない』人は19％である。

男女年層別に結果をみると，『しない，または
少ない』人は，男性10・20代（34％）と男性40
代（25％）で全体より多い。

以上の「飲酒」「運動」
「野菜や果物の摂取」の3
項目を使って，次の手順で

『健康によい生活習慣が
ある』人を算出した。「飲
酒」については，「しない」

「月に1回，または月1回よ
り少ない」「月に数回」が
あてはまる場合を，「運動」
と「野菜や果物の摂取」
については，「週に数回」

「毎日」があてはまる個数
を個人単位に数えて，3項
目すべて該当する人を『健
康によい生活習慣がある』
と定義する。

この『健康によい生活習慣がある』人は，全
体の14％である。年層別にみると『健康によい
生活習慣がある』人が多いのは60 代（19％）
で，逆に少ないのは30 代（9％）である。また，
男女年層別にみると，『健康によい生活習慣が
ある』人が少ないのは，男性40 代（7％），男
性50 代（6％），女性30 代（7％）である。

（3）「健康である」という意識につながる項目
自分の健康状態をどうみているか，いわば，

主観的な健康感を調べて追跡すると，「よくな
い」という人では，その後の死亡率が高いこと
が多くの研究で確認されていて，「主観的な指
標であっても，客観的な指標である将来の死亡
率を予測する力をもっている」という10）。そうだ
とすれば，健康を考えるうえで，自分の健康状
態をどうみているかは，極めて重要な指標と言
える。そこで，一般的に健康への影響が考えら
れる項目と，健康状態の認識の関係をみておき

健康への影響が考えられる項目
健康状態についての認識（％）

『よい』＋
「普通」 『よくない』わからない，

無回答

全体 71 28 1 

健康への配慮
『気をつけている』（1,061 人） 72 ＋ 27 － 0 －
『気をつけていない』（245 人） 64 － 34 ＋ 2 ＋

飲酒
『多い』（222 人） 73 26 1 
『しない，または少ない』（1,067人） 70 29 1 

運動
『多い』（270 人） 77 ＋ 22 － 1 
『しない，または少ない』（1,013 人） 69 － 30 ＋ 1 

野菜や果物の摂取
『多い』（1,042 人） 74 ＋ 25 － 0 －
『しない，または少ない』（241 人） 56 － 42 ＋ 2 ＋

生活習慣（飲酒，運動，
野菜や果物の摂取）

『健康によい生活習慣がある』
（184 人） 80 ＋ 20 － 0 

『それ以外』（1,122 人） 69 － 30 ＋ 1 

喫煙
『喫煙していない』（1,016 人） 71 28 1 －
『喫煙している』（285 人） 68 30 2 ＋

肥満度
『普通体重』（835 人） 75 ＋ 25 － 0 －
『肥満』（264 人） 64 － 35 ＋ 1 
『低体重（やせ）』（97人） 69 31 0 

・表中の ± は，各項目と全体を比較した検定結果（信頼度 95％）であり，全体より高ければ「＋」で，低ければ「－」で示した。

表1　健康への影響が考えられる項目と健康状態についての認識
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たい（表1）。
表からは，「健康への配慮」「運動」「野菜や

果物の摂取」「生活習慣」「肥満度」が健康状
態の認識と関係があることがわかる。例えば，

『健康によい生活習慣がある』人では，健康状
態が『よい』あるいは「普通」の人が80％で，
全体より多い。また，『肥満』の人では，健康
状態が『よい』あるいは「普通」の人が64％で，
全体より少ない。

なお，飲酒の頻度や喫煙の有無によって，
健康状態の認識に違いはみられない。

 2．医療の利用にかかわる意識や行動

（1）診察の頻度
ここからは，診察頻度や人々の医師に対する

評価といった，医療の利用にかかわる意識や
行動についてみていく。

この1年の間の医師による診察の頻度を「か
なりよくあった」から「まったくなかった」まで
の5 段階でたずねた。その結果，「かなりよく
あった」と「よくあった」をあわせた医師による
診察が『多い』人は，24％でほぼ4人に1人で
ある（図8）。

年層別では，70歳以上で医師による診察の
『多い』人が44％で，全体より多い。

また，健康状態の認識がよくない人ほど，診
察の頻度が高くなっている。

（2）医師に対する評価
医師は信頼できる，という人は 6 割

次に医師に対する評価についてみていく。医
師一般に対して，信頼できるか，治療法につい
て患者と話し合っているか等について，5段階
で評価してもらった。
「医師は信頼できる」という意見については，

「どちらかといえば」を含めて『そう思う』（以
下同），つまり信頼できると考える人は全体の
60％で，『そうは思わない』の8％を大きく上回る
（図9）。

年層別では，60代で『そう思う』が67％，70
歳以上で74％と，高齢層で「医師は信頼できる」
と考える人が多い。

評価が分かれる，「治療法についての話し合い」

「医師は，あらゆる治療法について患者と話
し合っている」という意見に対しては，「どちら
ともいえない」が33％で最も多く，次いで「ど
ちらかといえばそう思う」が26％となっている

（図9）。また，『そう思う』という人は34％，『そ
うは思わない』という人は27％で，評価が分か
れている。

図 8　診察の頻度（全体）

図 9　医師に対する評価（全体）
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年層別にみると，70歳以上で『そう思う』が
53％と全体を上回っている。一方，『そう思う』
が全体より少ないのは，20代（26％），30代

（24％），40代（26％）といった比較的若い年層
である。
「医師は，治療でミスをした場合，患者にき

ちんと説明している」については，『そう思う』
が9％，『そうは思わない』が44％で，『そう思う』
を大きく上回っている。

年層別にみると，70歳以上では『そう思う』
が11％，『そうは思わない』が35％だが，『そう
は思わない』人の割合は全体と比べると少ない。

医師一般に対しては，「信頼できる」と考える
人が比較的多いが，「治療法についての話し合
い」では意見が分かれるなど，すべての項目で
医師への評価が高いわけではない。

健康状態と医師への信頼

図10は，健康状態の認識で医師への信頼
がどう異なるかを示している。健康状態が『よ
くない』人では，「医師は信頼できる」に『そう

思う』という人が59％で，健康状態が『よい』
人の68％に比べて少ない。

 3．医療制度に対する態度

（1）医療制度に対する満足度
急速な高齢化に伴って，国民医療費が年々

増大していくなかで，負担と給付のあり方につ
いて，人々はどのように考えているのだろうか。
ここからは，医療水準を向上させるための税金
負担や政府が保障する医療の範囲等，医療制
度に対する態度についてみていく。

日本の医療制度に対する満足度を「非常に満
足」から「非常に不満」までの7段階でたずね
た結果，「非常に満足」「満足」「どちらかとい
えば満足」をあわせた『満足』という人は41％，

『不満』な人は25％で，『満足』が『不満』を上
回っている（図11）。

医療制度に『満足』な人を年層別にみると，

図10　医師に対する評価「医師は信頼できる」
（健康状態についての認識別）

図11　医療制度に対する満足度（全体・年層別）
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上で16％と全体より少ない。また男女年層別で
は，『払う』という人が多いのは，男性10・20代

（33％）と男性60代（35％），逆に少ないのは
女性60代と女性70歳以上で，いずれも15％で
ある。

医療制度に不満な人で多い，
　　　　　　　　税金負担に否定的な人

医療制度に対する満足度別に，税金の負担
意向を確認すると，医療制度に『満足』な人で
は『払いたくない』が42％，『不満』な人では
54％となっていて，制度に不満な人のほうが，
負担に否定的である（図14）。

70歳以上で61％と全体より多い一方，20代で
は29％，30代で33％，40代で34％と，全体
より少ない（図11）。医療制度への満足度は，
高年層で高く，比較的若い年層で低いという結
果になっている。

健康状態の認識別にみると，『よくない』と
いう人では『満足』が36％，『不満』が32％で，
評価が分かれている（図12）。

（2）医療にかかわる税金の負担意識
医療の水準を向上させるための税金でも，
　　　　　　　　　「払いたくない」が半数

すべての国民に対する医療の水準を向上させ
るための税金の負担について，どの程度積極的
なのか5段階でたずねた。「あまり」と「まったく」
をあわせた『払いたくない』と考える人は，49％
とほぼ半数に上る（図13）。一方，「すすんで払う」
と「まあ払ってもよい」をあわせた『払う』という
人は23％で，負担に肯定的な人は多くはない。

年層別にみると『払う』という人は，70歳以

図12　医療制度に対する満足度
（健康状態についての認識別）

図14　医療に対する税金の負担意向
（医療制度に対する満足度別）

図13　医療に対する税金の負担意向（全体）
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（3） 医療の利用範囲についての態度
「人々は，医療を必要以上に利用している」と
　　　　　　　　　　　　　考える人は半数

OECDの 統 計 によれ ば，日本 では他 の
OECD加盟国に比べて人口1人当たりの年間の
外来診察回数が多く，データが登録されている
国のなかで第1位となっている11）。背景には，国
民皆保険や自分の好きな医療機関に直接受診
できるフリーアクセスがあると言われていて，こ
れらは国民医療費を膨張させる要素でもある12）。

こうした状況のもと，「人々は，医療を必要以
上に利用している」という意見については，「ど
ちらかといえば」を含めて『そう思う』と考える
人が50％と半数を占める（図15）。

男女別では，『そう思う』つまり「人々は，医
療を必要以上に利用している」と考えるのは，
男性で56％，女性で45％と男性のほうが多い。

また，男女年層別で『そう思う』が多いのは，
男性50代（63％）と男性60代（66％）で，逆に
少ないのは，女性10・20代（36％）と女性70
歳以上（41％）である。

生活習慣別にみると，『健康によい生活習慣
がある』という人では，「人々は，医療を必要以
上に利用している」に『そう思う』という人が59％
で，『それ以外』の人の49％より多い（図16）。

全般的に「人々は，医療を必要以上に利用
している」という厳しい見方をしている人が多い
が，『健康によい生活習慣がある』人では，こ
の傾向がより顕著に出ている。

なお，自分がどの程度病院に通っているかと
いう診察の頻度によって，「人々は，医療を必
要以上に利用している」という意見の分布に違
いはみられない。

「政府が保障する医療の範囲は，基本的なものに
　　　　　　限るべきでない」という人は約半数

「政府が保障する医療の範囲は，基本的
なものに限るべきだ」という意見に対しては，

「どちらかといえば」を含めて『そう思う』人が
18％である。これに対して，『そうは思わない』，
つまり「限るべきでない」という人は46％で，
政府による医療の保障範囲が限定されること
に対して，否定的な人が多い（図17）。

男女別にみると，『そう思う』人は，男性で
22％，女性で14％と男性のほうが多い。

年層別では，『そうは思わない』つまり「政府
が保障する医療の範囲は，基本的なものに限
るべきでない」という人は，40代で52％と全体

図15　「人々は，医療を必要以上に利用している」
（全体）

図16　「人々は，医療を必要以上に利用している」
（生活習慣別）
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より多い。
健康状態の認識別にみると，健康状態の認

識が『よくない』人では『そうは思わない』と考
える人が50％で全体より多い（図18）。健康
状態のよくない人にとって，政府が保障する医
療の範囲は，切実な問題だということを示す
結果と言える。

なお，自分がどの程度病院に通っているかと
いう診察の頻度によって「政府が保障する医療
の範囲は基本的なものに限るべきだ」という意
見の分布に違いはない。

生活習慣別にみると，『健康によい生活習慣
がある』人では，『そうは思わない』つまり「限
るべきでない」という人が45％で多数を占めて
いる。一方『そう思う』という人は24％で，『そ
れ以外』の人の17％より多い（図19）。

 おわりに

ここまで日本人の健康状態や生活習慣をは
じめ，医師や医療制度に対する態度をみてきた
が，今回の結果は，生活習慣が健康状態だけ
でなく，医療制度に対する考え方とも関係があ
ることを示唆している。

今回の調査では，「幸福感」についても聞い
ている。「非常に幸せ」「幸せ」「どちらかとい
えば幸せ」をあわせた『幸せである』という人
は全体の82％だが，健康との関係でみると，
健康状態の認識が『よい』人で，『幸せである』
という人が93％，「普通」な人で85％，『よくな
い』人では69％となっている（図20）。つまり，

「健康」な人で「幸せ」な人が多いと言える。
このように健康が幸福感に結び付いていると

いう報告は多数あり13），「物質的に豊かになっ

図19　「政府が保障する医療の範囲は，
基本的なものに限るべきだ」（生活習慣別）

図17　「政府が保障する医療の範囲は，
基本的なものに限るべきだ」（全体）

図18　「政府が保障する医療の範囲は，基本的なものに
限るべきだ」（健康状態についての認識別）
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た先進国においては，いまや経済指標よりも健
康指標のほうが，社会全体の幸福度をとらえる
指標としてふさわしい時代に移行しつつある」14）

という指摘もある。
高齢化が急速に進む日本で，人々がいかに

健康を維持していくのかは大きな課題である。
国民の健康の増進に欠かせない，生活習慣の
改善をどう図っていくのか。また，人々が健康
で幸せな生活を享受できるような医療制度は
どうあるべきか。今後も，健康や医療問題を
めぐる議論を深めていく必要があるだろう。

（むらた ひろこ）

注：
1）1984 年発足。日本は 1993 年から参加。2012 年

3 月現在 48 の国・地域が加盟している。
2）WHO「世界保健統計 2011」（2011 年 5 月）
3）国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推

計人口」（2012 年 1 月）
4）厚生労働省「平成 21 年度国民医療費の概況」

（2011 年 9 月）。「国民医療費」は，保険診療の
対象となり得る傷病の治療に要した費用の推
計。

5）各国の調査結果が揃うのは数年後になる見通し
のため，本稿では，日本の調査結果の概要につ
いて報告する。

6）年層別に結果をみる際は，10 代のサンプルが
少ないため，20 代以上で分析を行っている。
また，男女年層別に結果をみる際は，男女とも
に 10 代，20 代のサンプルが少ないため，10・
20 代をあわせて分析している（以下同）。

7）回答結果を足し上げる場合には，実数で足して％
を計算しているので，％を足し上げたものと一
致しないことがある（以下同）。

8）図の横軸は実年齢の連続量ではないため，本来
は棒グラフで示すのが望ましいが，わかりやす
さを優先するために折れ線グラフで示してい
る。

9）Body Mass Index（肥満指数）の略で，体重（kg）
÷ 身長（ｍ）2 で計算する。肥満度の判定基準は，
肥満指数が 18.5 未満で「低体重（やせ）」，18.5
以上 25 未満で「普通体重」，25 以上で「肥満」
となっている。

10）近藤克則『「健康格差社会」を生き抜く』，朝日
新聞出版，2010

11）OECD「OECD Health Data 2011」（2008 年の
データ）によれば，日本では人口 1 人当たりの
年間の外来診察回数が 13.2 回と OECD 平均の
6.8 回を上回っていて，データが登録されてい
る加盟国のなかで第 1 位となっている。

12）島崎謙治『日本の医療　制度と政策』，東京大
学出版会，2011

13）例えば内閣府「平成 22 年度国民生活選好度調査」
（2011 年 7 月）によれば，幸福感を判断する際に
重視した事項について複数回答でたずねた結果，

「健康状況」と答えた人の割合が 65％と，「家族
関係」と並んで最も多くなっている。

14）近藤克則，前掲

図 20　幸福感（全体・健康状態についての認識別）
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（216 人）

全体
8% 35

11

4

39 11 33

11

18 51 23

0

3

6 36

25 40 16 5 7

43 11

2

1 1

01 1

2

2 1

『幸せである』 『幸せではない』

わからない

どちらかといえば幸せである どちらともいえない

幸せである非常に幸せである

幸せではない

まったく幸せではない

どちらかといえば幸せではない

※「無回答」はすべての層で 0％
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－健康への配慮－
第 1 問　あなたは，ご自分の健康にどの程度気をつけています

か。あてはまる番号に 1 つだけ○をつけてください。
 1. とても気をつけている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.9 ％
 2. まあ気をつけている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 67.4
 3. あまり気をつけていない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.3
 4. まったく気をつけていない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0

－幸福感－
第 2 問　あなたの今の生活は，全体として幸せだと思いますか。

それとも幸せではないと思いますか。あなたのお気持ちに近
い番号に 1 つだけ○をつけてください。

 1. 非常に幸せである ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5 ％
 2. 幸せである ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.4
 3. どちらかといえば幸せである ‥‥‥‥‥‥‥‥ 38.6
 4. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.0
 5. どちらかといえば幸せではない ‥‥‥‥‥‥‥‥3.3
 6. 幸せではない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5
 7. まったく幸せではない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 8. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

―制度への信頼―
第 3 問　次のａ，ｂについて，あなたはどの程度信頼しています

か。それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。

－医療制度改革の必要－
第 4 問　一般的に言って，日本の医療制度を改革する必要があ

ると思いますか。あてはまる番号に1つだけ○をつけてください。
 1. 改革の必要はない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6 ％
 2. ある程度の改革が必要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 55.2
 3. かなりの改革が必要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4
 4. 抜本的な改革が必要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.6
 5. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.1
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－所得による不公平感（教育）―
第 5 問　あなたは，所得の高い人が低い人より子どもに良い教

育を受けさせられることについてどう思いますか。あてはまる
番号に 1 つだけ○をつけてください。

 1. 公平である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.8 ％
 2. どちらかといえば公平である ‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.6
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.5
 4. どちらかといえば不公平である ‥‥‥‥‥‥‥ 25.0
 5. 不公平である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.4
 6. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

－所得による不公平感（医療）－
第 6 問　あなたは，所得の高い人が低い人より質の高い医療を

受けられることについてどう思いますか。あてはまる番号に 1
つだけ○をつけてください。

 1. 公平である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4 ％
 2. どちらかといえば公平である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.3
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.2
 4. どちらかといえば不公平である ‥‥‥‥‥‥‥ 29.6
 5. 不公平である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.9
 6. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－医療制度に対する態度－
第 7 問　次の a から d の意見について，あなたはどう思いますか。

それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。

【調査の概要】

１ 調査目的  ISSP（国際比較調査グループ）の加盟国
が健康や医療をテーマに実施する調査で，
人々の健康維持に関する意識や行動，医療 
制度に対する考え方などを探る。

２ 調査時期 2011 年 11月 26 日（土）～ 12 月４日（日）
３ 調査方法 配付回収法
４ 調査対象 全国の 16 歳以上の国民
５ 調査相手 住民基本台帳から層化無作為２段抽出
   1,800 人（12 人×150 地点）
６ 調査有効数（率） 1,306 人（72.6％）

ISSP 国際比較調査（健康）単純集計結果

（%）
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い

無
回
答

a．教育制度 1.2 5.7 47.4 30.7 4.1 9.6 1.3

b．医療制度 2.5 12.3 50.9 23.7 3.2 6.0 1.4

（%）

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.
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ど
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か
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い
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ば

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

a．数年のうちに，日本の
医療制度は改善される
だろう

6.3 13.7 23.9 20.3 25.0 10.4 0.5

b．人々は，医療を必要以
上に利用している 19.2 31.1 25.1 9.6 8.9 5.9 0.2

c．政府が保障する医療の
範囲は，基本的なもの
に限るべきだ

6.3 11.6 24.3 17.1 28.7 11.6 0.5

d．一般的に言って，日本
の医療制度は効率的に
運営されていない

16.5 25.3 25.3 7.9 6.4 18.1 0.6

※第１問と第 32 問は，日本の独自質問である。
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－医療に対する税金の負担意向－
第 8 問　すべての国民に対する医療の水準を向上させるために，

税金がもっと高くなったら，あなたは払いたいと思いますか。
あてはまる番号に 1 つだけ○をつけてください。

 1. すすんで払う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.0 ％
 2. まあ払ってもよい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.6
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.3
 4. あまり払いたくない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.8
 5. まったく払いたくない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.9
 6. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.2
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

－公的補助の賛否－
第 9 問　次の a から d に対し公的な補助を行うことについて，

あなたは賛成ですか。反対ですか。それぞれについて 1 つず
つ○をつけてください。

－公的医療保険の利用範囲－
第 10 問　次の a，b の意見について，あなたはどう思いますか。

それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。

－医療を受けられない人の数－
第 11 問　必要な医療を受けられない人は，日本にどのくらいい

ると思いますか。あてはまる番号に1つだけ○をつけてください。
 1. まったくいない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3 ％
 2. ほとんどいない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2
 3. ある程度はいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.5
 4. たくさんいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.1
 5. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.5
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

－健康問題の原因－
第 12 問　健康に深刻な問題が生じる原因は，さまざまあるとい

われています。次の a から d の意見について，あなたはどう思
いますか。それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。

－治療の優先順位（喫煙）－
第 13 問　同じような病状の 2 人の患者がいて，同じ心臓手術

が必要だとします。1 人はたばこを吸わず，もう1 人はたばこ
を多く吸うヘビースモーカーの場合，どちらが先に手術を受け
るべきだと思いますか。あてはまる番号に 1 つだけ○をつけて
ください。

 1. たばこを吸わない患者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.6 ％
 2. ヘビースモーカーの患者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9
 3. 喫煙しているかどうかは関係ない ‥‥‥‥‥‥ 62.4
 4. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.8
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

－治療の優先順位（年齢）－
第 14 問　同じような病状の 2 人の患者がいて，同じ心臓手術

が必要だとします。1 人は 30 歳，もう1 人は 70 歳の場合，
どちらが先に手術を受けるべきだと思いますか。あてはまる番
号に 1 つだけ○をつけてください。

 1. 30 歳の患者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.0 ％
 2. 70 歳の患者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.5
 3. 年齢は関係ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50.5
 4. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.8
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－治療の優先順位（子供の有無）－
第 15 問　同じような病状の 2 人の患者がいて，同じ心臓手術

が必要だとします。1 人には幼い子どもがいて，もう1 人には
幼い子どもがいない場合，どちらが先に手術を受けるべきだ
と思いますか。あてはまる番号に1 つだけ○をつけてください。

 1. 幼い子どもがいる患者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.9 ％
 2. 幼い子どもがいない患者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8
 3. 幼い子どもがいるかどうかは関係ない ‥‥‥‥ 57.6
 4. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.6
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2
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a．病気予防のため
の健康診断 58.4 28.1 7.7 1.9 1.8 1.6 0.5

b．エイズ治療 40.4 24.0 21.8 3.8 3.8 5.4 0.8

c．肥満予防
プログラム 16.0 22.4 27.6 12.6 16.1 4.4 0.9

d．臓器移植 38.6 29.3 18.9 2.5 3.6 6.4 0.7
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a．日本の国籍を持た
ない人でも，公的
な医療保険制度を
利用できるほうが
よい

17.8 26.5 24.8 8.7 14.5 7.0 0.7

b．健康を損なうよう
なことをしている
人でも，公的な医
療保険制度を利用
できるほうがよい

10.8 17.2 31.6 16.5 15.9 7.0 1.0

（%）
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無
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答

a．健康を損なうようなこ
とをしたためである 20.1 27.0 30.1 8.0 10.3 3.4 1.0

b．仕事や生活の環境の
ためである 20.3 41.4 26.1 4.9 3.4 3.1 0.8

c．遺伝のためである 12.8 26.0 40.3 6.3 6.7 6.9 1.0

d．貧しさのためである 8.2 19.8 34.2 13.5 18.3 5.1 0.9
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―代替医療に対する評価―
第 16 問　次の a，b の意見について，あなたはどう思いますか。

それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。

－医師に対する評価ー
第 17 問　日本の医師一般に対する次のａからｅの意見につい

て，あなたはどう思いますか。それぞれについて 1 つずつ○を
つけてください。

－心身の自覚症状－
第 18 問　あなたは，最近 1 か月の間に，次のａからｅのような

ことがどのくらいありましたか。それぞれについて 1 つずつ○
をつけてください。

－診察の頻度－
第 19 問　あなたは，この 1 年の間に，次のａ，ｂのようなこと

がどのくらいありましたか。それぞれについて 1 つずつ○をつ
けてください。

－入院の有無－
第 20 問　あなたは，この 1 年の間に 1 泊以上の入院をしまし

たか。（出産による入院も含みます）
 1. した ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.4 ％
 2. しなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 90.5
 3. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

－治療を受けられなかった理由－
第 21 問　あなたは，この 1 年の間に，次のａからｄの理由で

必要な治療を受けられなかったことがありましたか。それぞれ
について 1 つずつ○をつけてください。なお，この 1 年の間
に治療を受ける必要がなかった方は，「3　そもそも治療の必
要がなかった」に○をつけてください。

－治療を受けられる可能性－
第 22 問　あなたが重い病気にかかった場合，次のａ，ｂのよう

な治療を受けられると思いますか。それとも受けられないと思
いますか。それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。
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a．漢方や鍼・灸（はり・
きゅう），マッサージ，
健康補助食品などの代
替医療は，西洋医学よ
りも健康上の問題を解
決してくれる

3.6 11.0 46.7 11.9 12.3 14.2 0.2

b．漢方や鍼・灸（はり・
きゅう），マッサージ，
健康補助食品などの代
替医療は，言われてい
るほどの効果はない

3.7 12.3 39.2 15.4 13.7 15.4 0.3
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a．医師は信頼できる 12.8 47.2 28.0 3.7 4.4 3.5 0.5
b．医師は，あらゆる治療

法について患者と話し
合っている

8.0 25.8 33.0 16.4 10.6 5.7 0.5

c．医師の医療技術は，あ
るべき水準に達してい
ない

3.5 10.6 33.8 20.6 13.7 16.9 0.9

d．医師は，患者より収入
の方を気にしている 6.3 13.9 31.9 15.8 14.3 16.9 0.8

e．医師は，治療でミスを
した場合，患者にきち
んと説明している

1.9 6.6 23.5 20.0 23.8 23.7 0.5
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a．健 康上の問題で仕事
や家事をするのがつら
かった

23.2 32.9 30.8 6.6 4.6 1.5 0.5

b．体に痛みを感じた 16.5 27.0 38.1 12.0 5.2 0.9 0.3
c．自分が不幸だと思った

り，落ち込んだりした 27.2 37.1 24.1 5.2 3.8 2.0 0.5

d．自分に自信がなくなった 21.1 37.2 26.6 6.5 5.1 2.9 0.6
e．抱えている問題を克服

できないように感じた 21.1 38.5 24.0 6.2 3.9 5.7 0.5

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.

（%）

ま
っ
た
く
な
か
っ
た

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

と
き
ど
き
あ
っ
た

よ
く
あ
っ
た

か
な
り
よ
く
あ
っ
た

わ
か
ら
な
い

無
回
答

a．医師に診てもらった 14.9 20.7 39.1 17.2 6.8 0.7 0.8

b．漢方や鍼・灸（はり・
きゅう），マッサージ，
健康補助食品などの代
替医療の専門家に診て
もらった

68.6 12.0 11.3 4.8 1.8 1.0 0.5

1. 2. 3. 4.

（%）

は
い

い
い
え

必
要
が
な
か
っ
た

そ
も
そ
も
治
療
の

無
回
答

a．医療費が支払えなかったため 2.1 53.8 42.3 1.7

b．仕事が休めなかったり，別の用事があっ
たりしたため 11.9 44.3 42.3 1.5

c．自宅周辺で治療が受けられなかったため 2.1 54.0 42.3 1.6

d．順番待ちが多かったため 4.0 52.1 42.3 1.5

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.

（%）

必
ず
受
け
ら
れ
る

受
け
ら
れ
る

お
そ
ら
く

い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も

受
け
ら
れ
な
い

お
そ
ら
く

受
け
ら
れ
な
い

絶
対

わ
か
ら
な
い

無
回
答

a．日本で最も優れた治療 1.8 13.9 26.7 36.2 10.8 10.0 0.6

b．自分が選んだ医師が行
う治療 4.1 26.1 31.3 20.8 4.4 12.6 0.6
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－医療制度に対する満足度－
第 23 問　一般的に言って，あなたは日本の医療制度に満足して

いますか。それとも不満ですか。あてはまる番号に 1 つだけ
○をつけてください。

 1. 非常に満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6 ％
 2. 満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.1
 3. どちらかといえば満足している ‥‥‥‥‥‥‥ 31.9
 4. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.6
 5. どちらかといえば不満だ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.6
 6. 不満だ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3
 7. 非常に不満だ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.8
 8. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.0
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－治療に対する満足度－
第 24 問　あなたは，最近受けたａからｃの治療について，満足

していますか。それとも不満ですか。それぞれについて 1 つず
つ○をつけてください。なお，こうした治療を受けていない方
は，「8　治療は受けていない」に○をつけてください。

 
－喫煙習慣－
第 25 問　あなたは，たばこを吸いますか。吸う場合，1 日に何

本吸いますか。あてはまる番号に1 つだけ○をつけてください。
 1. 吸わない，吸ったことがない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.1 ％
 2. 以前は吸っていたが，今は吸わない ‥‥‥‥‥ 23.7
 3. 1 日に 1 ～ 5 本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.4
 4. 1 日に 6 ～ 10 本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.4
 5. 1 日に 11 ～ 20 本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.3
 6. 1 日に 21 ～ 40 本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4
 7. 1 日に 40 本より多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3
 8. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

－生活習慣－
第 26 問　あなたは，次のａからｃのようなことをどのくらいして

いますか。それぞれについて，最もあてはまるものに 1 つずつ
○をつけてください。

－健康状態についての認識－
第 27 問　あなたは，ご自分の心や体の健康状態についてどう感

じていますか。あてはまる番号に 1 つだけ○をつけてください。
 1. かなりよい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.7 ％
 2. よい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.9
 3. 普通 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.3
 4. あまりよくない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.3
 5. かなりよくない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.1
 6. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－長年患っている病気－
第 28 問　あなたは，長年患っている病気や慢性の症状，また

は障害がありますか。
 1. ある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.9 ％
 2. ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 61.6
 3. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

－身長・体重－
第 29 問　（省略）

－医療保険の種類－
第 30 問　あなたは，どんな医療保険に加入していますか。あて

はまる番号に 1 つだけ○をつけてください。「国民健康保険」
は，サラリーマン以外の人を対象とする主に市町村が運営す
る保険，「被用者保険」は，サラリーマンや公務員，または
その家族などが加入する保険，「民間保険」は「がん保険」な
ど個人で加入する任意の保険です。

 1. 医療保険には加入していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9 ％
 2. 国民健康保険 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.5
 3. 後期高齢者医療制度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.6
 4. 生活保護を受けている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 5. 被用者保険 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.5
 6. 国民健康保険と民間保険，
  または後期高齢者医療制度と民間保険 ‥‥‥‥‥6.6
 7. 被用者保険と民間保険 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.1
 8. その他（具体的に） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6

（%）

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10.
非
常
に
満
足
し
て
い
る

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
だ

不
満
だ

非
常
に
不
満
だ

治
療
は
受
け
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

a．最近受けた
　  医師の治療 3.1 19.0 26.8 11.6 6.1 2.0 0.7 27.0 2.8 0.9

b．最近受けた代
替医療の専門
家の治療

0.7 4.4 7.4 6.9 1.7 0.6 0.4 68.5 7.3 2.1

c．最近入院した
病院での治療 1.4 4.1 4.3 3.2 0.7 0.8 0.5 77.0 5.9 2.3

（%）

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.
し
な
い

月
１
回
よ
り
少
な
い

月
に
１
回
，
ま
た
は

月
に
数
回

週
に
数
回

毎
日

わ
か
ら
な
い

無
回
答

a．アルコール飲料を1日
に 4 杯以上飲む 59.6 12.3 9.9 9.3 7.7 0.8 0.5

b．汗をかいたり，呼吸
が普段より激しくな
るような運動を 20
分以上する

54.4 10.1 13.1 14.3 6.4 1.4 0.4

c．新鮮な野菜や果物を
食べる 3.4 2.2 12.8 37.9 41.9 1.5 0.2
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〔第 30 問で 2 ～ 8（医療保険に加入している）の方に〕
－医療保険が保障する範囲－
第 31 問　あなたが加入している医療保険は，あなたが必要だと

思う内容をどの程度保障していますか。あてはまる番号に 1 つ
だけ○をつけてください。

 1. 十分保障している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.9 ％
 2. まあ保障している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 58.3
 3. あまり保障していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.6
 4. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.4
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4
 6. 非該当〔第 30 問で「1，9」の人〕 ‥‥‥‥‥‥‥5.5

●サンプル構成比

全体
男女 年層

男性 女性 16 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上

1,306 人 616 690 63 134 197 237 203 249 223
100.0% 47.2 52.8 4.8 10.3 15.1 18.1 15.5 19.1 17.1 

全体
男の年層 女の年層

16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,306 人 31 69 82 123 103 113 95 32 65 115 114 100 136 128 
100.0% 2.4 5.3 6.3 9.4 7.9 8.7 7.3 2.5 5.0 8.8 8.7 7.7 10.4 9.8 

全体

都市規模 地域ブロック
特別区と

人口 100 万
以上の市

人口 30 万
以上の市

人口 10 万
以上の市

人口 5 万以
上の市町村

人口 5 万未
満の市町村

北海道・
東北

関東甲
信越

東海・
北陸 近畿 中国・四国・

九州・沖縄

1,306 人 246 274 332 197 257 147 484 190 204 281 
100.0% 18.8 21.0 25.4 15.1 19.7 11.3 37.1 14.5 15.6 21.5 

●有効率

全体
男女 年層

男性 女性 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
指定サンプル 1,800 人 862 938 87 211 293 315 269 321 304 
有効サンプル 1,306 人 616 690 63 134 197 237 203 249 223
有効率 72.6% 71.5 73.6 72.4 63.5 67.2 75.2 75.5 77.6 73.4 

全体
男の年層 女の年層

16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
指定サンプル 1,800 人 39 111 134 163 140 154 121 48 100 159 152 129 167 183 
有効サンプル 1,306 人 31 69 82 123 103 113 95 32 65 115 114 100 136 128 
有効率 72.6% 79.5 62.2 61.2 75.5 73.6 73.4 78.5 66.7 65.0 72.3 75.0 77.5 81.4 69.9 

全体

都市規模 地域ブロック
特別区と

人口 100 万
以上の市

人口 30 万
以上の市

人口 10 万
以上の市

人口 5 万以
上の市町村

人口 5 万未
満の市町村

北海道・
東北

関東甲
信越

東海・
北陸 近畿 中国・四国・

九州・沖縄

指定サンプル 1,800 人 396 360 468 264 312 204 672 252 300 372 
有効サンプル 1,306 人 246 274 332 197 257 147 484 190 204 281 
有効率 72.6% 62.1 76.1 70.9 74.6 82.4 72.1 72.0 75.4 68.0 75.5 

●不能理由

全体 不能合計 場所不明 転居 1 年以
上不在

10 日以
上不在

10 日未
満不在

留め置き
不可能

自宅
療養 拒否 その他 死亡 受け取り

不可能
損失・
汚損 対象違い

1,800 人 494 33 60 7 46 38 22 20 210 0 2 48 3 5
100.0% 27.4 1.8 3.3 0.4 2.6 2.1 1.2 1.1 11.7 0.0 0.1 2.7 0.2 0.3 

－かかりつけ医の有無－
第 32 問　あなたには，あなたの健康状態を把握しているかかり

つけの医師がいますか。
 1. いる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.1 ％
 2. いない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.1
 3. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8


